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【動機】

日本での分布の拡大が危惧されているアルゼンチンアリやヒアリといった侵略的・外来生物種は
、多数の女王アリが一つの巣の中で集団生活して巨大な巣を作ることが知られている。一方、多
くの在来種は１匹か、あるいはせいぜい数匹で小さな巣を作る。

【方法】

なぜ在来種の女王アリは、集団になってスーパーコロニーを作らないのだろうか。この疑問に取
り組むため、さまざまな図鑑で単女王制とされているトビイロケアリの女王を容器の中に２匹あ
るいは９匹で生活させ、どのようなことが起こるのかを調べてみた。

【結果】

自分の予想と違い、２匹の場合でも９匹の場合でも、女王アリは自分の縄張りのようなものを作
らず、同じ場所に卵を産み、まとまって子どもを保育しているように見えた。２匹では互いを排
除する行動はまったく認められなかったが、９匹では集団生活させてから十日余りで一晩にして
全滅してしまった。

【まとめ】

高い個体密度では、女王アリは互いを排除しようとしたものと考えられ、そのような性質が巨大
コロニーの形成を阻むものと考えた。一方トビイロケアリの女王は、集団生活に対してある程度
の寛容さを持つことを示す、当初はまったく予想しない結果も得られた。

【展望】

もし２匹のまま世代交代できるのならば、いつか集団生活が当たり前で多女王制のトビイロケア
リを育種できるのではないか。育種前と育種後の女王アリを比較することによって単女王制かそ
れとも多女王制かを決める脳の仕組みを明らかにしたい。そしてゆくゆくは昆虫をモデルにして
、孤独を好むか集団を好むか、多様な性質がなぜ生じるのかを解明したい。
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